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第１回七飯町社会教育施設（体育館、図書館）整備検討委員会議 概要 

 

■開催概要 

○日 時／令和 5年 6月 20日（火） 午後６時００分～午後７時４５分 

○場 所／七飯町役場 ２０１会議室 

○出席者／検討委員１４名の内１３名出席、１名欠席 

計画策定委託業者２名、事務局６名 

 

■議事 

（１）検討委員会の目的と位置づけについて 

（２）検討スケジュールについて 

（３）体育館、図書館の現状と課題について 

（４）複合化を検討する施設について 

（５）建替え候補地選定の考え方について 

（６）意見交換 

（７）次回の検討事項について 

 

■内容 

区 分 内 容 

１ 開会 ・教育総務課長より開会の発言 

２ 委嘱状交付 ・町長より各委員へ委嘱状交付 

３ 町長あいさ

つ 

・町長よりあいさつ 

・以前から図書室、スポーツセンター（以下、体育館と記す）の老朽化の問

題があった。体育館は昭和 48 年に建設され今年で 50 年目になる。これ

まで大事に使い、今日まで皆様に利用されてきたが、建て替え時期にきて

いる。図書館については「図書室」でこれまで対応してきたが、図書館建

設の話は以前より何年にもわたって議論されてきた話である。 

・少子高齢化社会を迎え、いかに生きがいを持って人生を生涯現役で暮ら

していくかが大事である。また、子供から高齢者まで多世代で交流するこ

とが、心豊かに暮らす上でも必要。その中で、ようやく今年度、基本構想

と基本計画を策定する。今日が第１回委員会であるが、理想の体育館、図

書館の計画をぜひ作っていただきたい。これまで行ったことのある図書

館や体育館の使いやすい部分を参考にして、将来に向けてこのような形

になるのかと夢を見ながら、七飯町に合った図書館、体育館を皆様で話し

合い計画をまとめていただきたい。 

・文化やスポーツに触れ、多世代と交流するということは健康寿命を高め

るものと考えている。ぜひ皆様の知恵をお貸しいただき、一番は七飯町民

であるが、近隣住民も含め、全国から観光に来られた方にも使い勝手の良

い施設を検討していただきたい。皆様の知恵と工夫を委員会の中で出し
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ていただき、七飯町の未来を作っていただきたい。 

 （町長、次公務のため退席） 

４ 検討委員会

委員紹介 

・各委員から自己紹介（自己紹介と現在の役職等説明） 

５ 事務局・計画

策定業者紹介 

・各委員へ自己紹介（計画事業者は事務局より紹介） 

６ その他事前

説明 

・事務局（教育総務課長）より、①本日の検討委員会に報道機関の傍聴があ

る ②委員会の議論経過、委員構成について町ホームページ・広報誌にて掲

載し情報提供・周知していく 以上２点を説明 

７ 議事 ※以降の議事進行は、七飯町社会教育施設（体育館・図書館）整備検討委員

会設置規程に基づき委員長である七飯町副町長が行う。 

(１) 検討委員会の目的と位置づけについて 

・資料１により事務局（教育総務課長）より説明→承認 

(２) 検討スケジュールについて 

・資料２により事務局（教育総務課長）より説明し、近々実施予定の施設視

察についてもあわせて説明→視察について異議なし。 

【質疑】 

(委員Ｑ１)室蘭市の図書館と伊達市の体育館を選定した理由とは。 

(事務局Ａ１)【図書館について】室蘭市にある「室蘭市生涯学習センター  

きらん(以後、「きらん」)」が生涯学習センターの複合施設であり、当町の

「文化の森基本構想」という文化センター・歴史館・図書館を近くに建設す

る元々の計画の参考になることから選定した。また、「室蘭市図書館 えみら

ん」は「きらん」の近隣にあるため選定した。 

【体育館について】「伊達市総合体育館」は伊達市の人口が 3万 2000人と、

七飯町の人口規模に類似しており参考となることから選定した。 

(委員Ｑ２)何をどのくらいの規模で整備するか資料を拝見したが不透明

だ。今回の視察先のような施設を目指すということか。 

(事務局Ａ２)検討委員会で、七飯町民が体育館や図書館を利用するにあた

り、どのような機能が必要かなどを検討いただく。大規模になれば機能も充

実するが、七飯町に合った規模を検討する上で、視察により先進的な事例を

一見し、ベストな選択が出来るようにするため、先ず視察を実施したい。 

(委員長Ａ２補足)「文化の森基本構想」もあることから、案として役場・文

化センター近辺を考えているが、規模はこれから議論していく。施設のあり

方について、複合化含め様々な協議をしたい。白紙スタートの議論であるこ

とから、検討委員会の回数を重ねることで濃い検討になることからよろし

く議論いただきたい。 
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(３)体育館、図書館の現状と課題について 

・資料３(1～5ページ)を事務局（スポーツ振興課長）より説明 

・資料３(6～9ページ)を事務局（生涯教育課長）より説明 

→質疑等なし 

(４)複合化を検討する施設について 

・資料４について事務局（教育総務課長）より説明 

（委員長より補足）体育館と図書館、相反する施設が一様の建物内に入るこ

とについて、皆様がどう思われるのかを懸念している。方向性によって場所

や規模も変わることとなる。これで決定とはならないが、ご意見を伺いた

い。また、町民プールについても温水か現状の夏のみの開業か、はたまたプ

ールは必要なのか意見を伺いたい。 

【意見】 

・図書館と体育館を一緒にするのは難しいと思う。理想として、体育館にプ

ールを併設し通年利用できるのが望ましい。 

・現在、図書室がある地域センターは老朽化による耐震問題がある。 

・会議室は文化センターにもあるが、多少なりともすぐ会議が出来るよう

な、小中学生が学校帰りに容易に集えるような施設として建設し、社会福祉

協議会や図書館に限らず複合化により『生涯学習センター』というような施

設で進めていただきたい。これを考えると、複合施設として ①体育館機能

を有する施設、②図書・地域センター機能を有する施設 が望ましいと思わ

れる。 

・プールは当然温水プールがいいと思う。近隣市町を見ると八雲町には何

十年も前から温水プールがある。北斗市にも素晴らしい温水プールがある。

温水で通年運用し、子どもから高齢者の運動、障がい者の方の歩行運動訓練

用途などの利用化を望む。また、学校の授業で利用することも出来る。 

・複合化に関し、そもそも先駆的に実施・運用している事例はあるか。プー

ルに関しては、利用者がかなり少ない。町民は七飯町外のプールを利用して

いるという話があるが、建築するならば利用頻度の見込みや機能について

も具体的な検討があってもよいのではないか。 

・生涯教育という括りの中では、スポーツ施設、図書館、博物館は同じ括り

になる。これらの施設はお金を生まない施設であり、次の世代に負の遺産と

ならないよう有効活用できる施設を造りたい。特に、図書館とプールは予算

やランニングコストも含め数字を拝見したい。 

・図書館と体育館を分けることは賛成だが、運動と文化を完全に分離せず

図書館にトレーニングルームを併設するなど、子どもの利用を考えると余

白は残してはいかがか。 

【委員長回答】 

・まず、面積が大きくなれば建設費用が大きくなることはご理解いただき

たい。 
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・プールに関して、費用対効果に踏み込まなければ建設の方向性は見えて

こないが、今回の検討委員会では、意見を積み上げ構想の形・方向性を提案

いただきたい。金額等については時間をいただきたい。現在の議論の方向性

としては図書館と体育館を分けて検討していく方向としたい。 

・全国の複合施設について事例があるかの意見に関して、敷地が狭い場合、

プールを地下に整備し図書館は防音化を配慮するなど様々な工夫がある。

七飯町は敷地が多くあることから、図書館と体育館は分けて検討したい。 

・本町地域センターは老朽化により建物は持たない状況になってきている。

町としては完全に解体する方向だが、今入っている機能をどうするか議論

しているが結論はまだ出ていない。 

・庁内委員会では、図書館は子育て世代が気楽に集まれるような方向性の

意見もあった。のびのびと走り回れる程度のスペースは設けられると思っ

ている。 

(５)建替え候補地選定の考え方について 

・資料５について事務局（教育総務課長）より説明 

(６)意見交換 

・委員長より事務局説明の候補地案について各委員へ意見等を要望。 

【意見】 

・図書館、地域センター機能を有した施設は事務局のＣ案ではあるが、職員

の配置、実際の土地利用への懸念、駐車場の問題もある。例えば、歴史館駐

車場向かいの敷地に建設することはできるのか。 

・体育館について、本町見晴公園建設案の場合、現体育館の場所が空き地と

なるがどうするのか。 

【事務局回答】 

・歴史館駐車場の向かいは市街化調整区域であり、敷地として利用できる

が建物は建設出来ない。 

・まだ検討に入っていないが、売却の話もある。本町グラウンドへの建設案

もあるが、その場合別の場所にグラウンドを整備する必要がある。 

・見晴公園内の樹木は古く、台風等により住宅地に倒木する可能性がある

ことから、これも含め整理する時期にもきている。 

(７)次回の検討事項について 

・事務局（教育総務課長）より次回の検討委員会について、基本方針・理念・

建設候補地の詳細な検討・施設規模や内容について検討していきたい。町民

プールについては、これまで比率として水泳授業、学校の夏期休暇中の利用

が最多であったが、温水プールでないことから、利用促進に至っていない現

状だ。年間利用が可能な温水のプールにした場合、利用率向上が見込めるか

が課題となる。今後その点について検討を実施して参りたい旨説明。→委員

了承。 
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８ 次回の日程

確認 

・事務局（教育総務課長）より、次回の日程については後日決定としたい旨

報告。 

・開催時間について、今後も同時刻開催の是非について確認→委員全員了

承。 

・委員より、次回検討委員会について、前もっての資料配布を要望。資料を

確認し読み込んだ上で会議出席したい。→事務局了承。 

・庁内の検討委員会で挙げられた案件で意見を聴取したい案件があれば報

告いただきたい。→事務局了承。 

９ 閉会 ・事務局より提出書類について報告（会議終了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   


